受付番号　　　　　

(公財)京都地域創造基金　御中
「城陽みどりのまちづくり基金」助成事業申請書
　
　 　申請日：2020年2月28日

	団体名
	ダイジョウブナカイ

	
	大城ぶ奈❤会
	（印）

	団体所在地
※事務所また
は代表者宅
	（〒610－0121 ）
京都府城陽市平川古宮２１−１２
	TEL：０９０−２０４４ー５５６２

	
	
	FAX：０７７４−５３−５９８４

	
	
	Email：office@daina21.com

	代表者
	氏名
	ダイナ
	役職
	　
会長 兼 会計
	（印）

	
	
	大奈
	
	
	

	申請事業名
	大城ぶ奈まちづくり事業

	申請金額
	５０万円

	担当者連絡先
(代表と異なる場合)
	フリガナ：
	TEL：0774-26-6202

	
	氏名：中川修蔵
	携帯電話：０９０−８３８４−９０９３

	
	役職：副会長 兼 事務局長　
	Email：turtle-second@salon-net.org


※任意団体等で団体印がない場合は、代表者の印鑑を団体名の（印）の箇所に押印ください。
※必要に応じて下記資料を添付してください。
　●パンフレットやリーフレットなど団体の概要や過去の活動内容がわかる資料
　●助成申請事業の参考資料（写真、新聞記事等）
　●複数の団体による共同事業の場合、構成団体を示す資料
	社会的認証きょうえん取得
	　
　済　・　申請中（○印を付けてください）



【申請書を書く前に】
　要項の助成主旨にある通り、城陽みどりのまちづくり基金では、城陽市内で市民が主体になって行なう「みどりを切り口に、城陽のまちが続くための活動」にお預かりした寄付を届けます。
　申請書には設問に沿って、皆さんが取り組む課題と日々の活動を積み重ねて実現しようとしていること、また今回の助成金を受けて実施すること、到達したい状況などを記入してください。
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書き方例
事業名：地域の誇りになるお祭りをつくる！
1-1.人口が年々減っている。特に若年層の流出が多い。
1-2.多くの人が地域に愛着と誇りを持って暮らせる地域を作りたい。
2-1.地域の名物となる住民が参加できるお祭りを作る。
2-2.翌年以降に続く準備会を作りたい。その後、主体的なお祭りへの参加者を増やしたい
3-1.お祭りの実行委員会の結成・先進事例調査・お祭り・お礼、次年度の委員会組織作り
3-2.4月実行委員会結成 　5月情報収集          　  6月ヒアリング
　　7月お祭り企画作成   　8月中心メンバー声かけ  　9月-2月　準備
　　2月お祭り当日　　 　　3月お礼周り、次年度の委員会組織作り
3-3.印刷費　お祭り当日のチラシ　10,000部　　　　10,000円
　　　　　　実行委員募集チラシ　 5,000部　　　　 5,000円
　　デザイン費　チラシ　　　　　10,000円×2 　　20,000円
　　郵送費　　　　　　　　　　　100円×20カ所    2,000円
以上
【1 団体事業内容】
	(1)取り組む、取り組んでいる城陽や地域の課題(変えたい・よりよくしたい現実)


※半頁程度でお書きください。
団体名：大城ぶ奈❤会
城陽市の飲食店を通して、緑の食材（地元城陽の特産物）で笑顔と元気にあふれる街に！
助け合い、思いやりがあり、成長のある街づくりを目指します。
■今まで取り組んできたこと
○城大な会で、2019年1月から活動。さらなる会の発展を目指し、2020年2月に
大城ぶ奈会を結成。今まで取り組んできたことは、城陽市の地域活性化のために元気な飲食店を訪れ、ラジオ、SNSなどで紹介してきました。
■今後の取り組み
○城陽市をもっと元気のある街にしたい思いから、食を通じて、地域の皆様と一緒に緑を大切にしていきたい。
○城陽市の元気な飲食店に、緑の食材（地元城陽の特産物）「梅、甜茶（てんちゃ）、蓮、カラーなど」を取り入れたメニュー通じて活気ある店、活気のある街にしていきたい。
○多世代に広げていくために緑の歌、緑の体操も取り入れて、各イベントなどに参加して、市民の皆様と一緒に明るい元気な街を作っていきたい。
○この事業に協力していただける飲食店や市民に呼びかけて、ネットワークを広げていきたい。
○ただいま城陽では、都市計画が遂行している中、住みやすかった緑の城陽が、緑の環境が壊されていくという市民の不安もあります。その中で、各飲食店などを通じ、城陽の緑の特産物を通じて、環境保護を伝え、市民がもっと元気になる街にしていきたい。
○城陽市民の緑に対する思いを歌詞に繁栄していく。
	(2)最終的に達成したい目標(ミッション)


※半頁程度でお書きください。
○城陽市の飲食店に、緑の食材（地元城陽の特産物）を取り入れたメニューを考えていただき、みどりのまちづくりの協力認定ステッカーを配布して、お店に貼っていただく。
○認定ステッカーには、QRコードも掲載して、お店のPR、緑の歌、緑の体操も、スマホから見ることができるようにする。
○認定ステッカーを１００枚作り、今年度は３０店舗を目指したい。
○飲食店に認定ステッカーを貼っていただくことにより、安心できるお店として、また、地方からこられたPRとして、城陽市の活性化につなげていきたい。
○緑の歌、緑の体操なども取り入れ、YouTubeなどで動画配信を行い、城陽のイベントなどで一緒に歌って、踊って明るく元気な街づくりをしていきたい。
○人と人との情報共有で、地域活性化につなげていきたい。
○最終目標として、認定された飲食店に、緑を取り入れた内装、外観をしていただく。そして、お客様にも、認定された飲食店から、緑の植物をプレゼントしていただいて、市民の皆様も自宅などで植物を育て、助け合い、思いやりのある街に成長していきたい。
○同時に、緑のまちづくり基金の協力も呼びかけていく。
【2 本助成金による事業の概要と目標】
	(1)本助成金の事業の概要


※半頁程度でお書きください。
○城陽市の安心できる飲食店を認定してお店を紹介していく。
○認定された飲食店には、お店のメニューに緑の食材（地元城陽の特産物）を取り入れたメニューを考えてもらう。
○認定された飲食店には、店舗のPR動画を作成してYouTubeなどで紹介していく。
○認定された飲食店には、認定ステッカーをお店に貼っていただく。
○認定ステッカーには、QRコードも貼り付けて、スマホからお店のPR情報を見ることができるようにする。
○認定された飲食店には、案内チラシを作り、城陽地域に配布していく。
○緑の歌、緑の体操を制作して、城陽のイベントなどを通じて活躍していく。
	(2)本助成金を使って到達したい状況(目標)とその後取り組みたいこと


※半頁程度でお書きください。
1 本助成金を使って到達したい状況（目標）とその後取り組みたいこと
○城陽市の認定された飲食店に、ステッカーを配布して地域の活性化。
認定された飲食店には、安心して来店できるお店として紹介し、緑の食材（地元城陽の特産物）を通じて、美味しい料理と元気を市民に提供する。
○緑の歌と緑の体操を制作して、城陽市のイベントなどに参加。
緑の歌では、城陽市の特産物や緑に触れ合える場所などを歌詞に入れたり、緑の体操では、ストレッチになるような動きなどを体操に取り入れ、市民の皆さんと一緒に歌ったり、踊ったりして触れ合い、楽しく、元気な街づくりを目指したい。
○この事業に協力していただける飲食店舗を、今年度は３０店舗を目標とする。
そして、３０店舗の飲食店を、SNSを通じて更に広げていく。
○今後は、飲食で来店していただいたお客様にも、緑のお花、植木などをプレゼントして、自宅で育ててもらい、緑を育てる楽しみ、緑を大切にする思いやりの気持ちにつながればと思います。
○最終的には、飲食店だけじゃなく、他の業種にも、この事業に参加していただきたいと思います。
【3 本助成金による事業の詳細】
	(1)事業の内容


※1頁程度でお書きください。
緑の食、緑の歌、緑の体操を広めて、城陽の街を笑顔と元気にしていく事業を行っていく。
○認定ステッカーを作成して、城陽市の飲食店に発行していく。
○大城ぶ奈会メンバーが、城陽市の飲食店を回り、安心して来店できる飲食店に認定ステッカーを発行。
○認定された飲食店には、店内、店外に認定ステッカーを置いて頂いて、お客様、また地域の皆様に伝えていく。
○認定された飲食店は、緑の食材（地元城陽の特産物）を使って特別メニューを作っていただく。
○認定された飲食店には、お店のPR動画を作り、SNS（YouTubeなど）で紹介をする。
○認定された、飲食店には、城陽みどりのまちづくり基金への呼びかけも行っていく。
○案内チラシなどを作り、認定された飲食店の案内を城陽市内に配布して地域の皆様に知っていただく。
○緑の歌の編集、CD作成等を行い、CD１００枚を作って、イベントなどで歌い、協力金として配布していく。その費用を活動費として運営していく。また、還付していく。）
○緑の体操の振り付け等を考え、城陽のイベントなどで、踊ってアピールしていく。YouTubeなどでネット配信していく。
○この活動に協力していただける城陽市の飲食店も広告塔になり、ネットワークを広げていく。
	(2)スケジュール


※1頁程度でお書きください。
助成事業の実施期間　２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日
○2020年2月大城ぶ奈会実行委員会結成
○3月　情報徴収
○4月　事業開始、参加協力店の呼びかけ活動を行っていく。認定ステッカーの制作、
案内チラシ完成作り、認定飲食店のPR動画撮影開始
○5月　認定ステッカーの完成
○5月　緑の歌の作詞、作曲にとりかかる
○6月　緑の歌の編曲、レコーディング、緑の体操振り付けなどの制作
○7月　緑の体操、緑の曲の動画撮影開始
○8月　緑の体操、緑の曲を城陽市のイベントなどで呼びかけてPR活動
○8月　CD完成、緑の体操YouTube配信
○8月～　緑の歌、緑の体操　PR活動　
○8月～　随時PR動画配信
ラジオ（KBSラジオ「大奈の週刊ダイナリー」でも随時告知していく）
○8月～　城陽市で行われるお祭りやイベントに積極的に参加（地域の各お祭りや、
JOYO産業祭り、山背彩りの市、緑化祭りなど）し、緑の歌、緑の体操を呼びかけていく。
○2021年3月　2020年度の決算会議
○2021年4月～　引き続き活動していく
毎月1回情報徴収のため定例会議を行う
	(3)予算書


※1頁程度でお書きください。
経費(支出)　本助成金を充てる費目に◯をつけてください。

	費目
	内訳
	金額

	・音楽制作費
・動画制作費（編集）
・ステッカー＆フライヤー
・広報啓発物品
・メニュー企画料
・謝金
（SNS管理費、YouTube配信費等）

	アレンジ・レコーディング費用
（ジャケットデザイン費用
・ジャケット印刷費用含む）
３０店舗分
１００枚＆１００枚
のぼり、たすき、POP制作費等
＠２０００円×３０店舗
＠５０００円×２０回

	400,000円
100,000円
80,000円
60,000円
60,000円
100,000円


	
	総額
	800，000円


資金源(収入)

	費目
	内訳
	金額

	・本助成金
・自己負担
・CD販売（基金含む）
・協力金

	＠1０００円×50枚
＠５０００円×３０店舗

	500,000円
100,000円
50,000円
150,000円


	
	総額
	800,000円


· 行が足りない場合は追加してください。
· 費用(支出)と資金源(収入)の合計は一致させてください。


